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●子育て支援と健康のために  

項　　　　　目 備　　　　　　考予　算　額

２８億６,１９８万２千円

●豊かな暮らしのために  　２億２,６０１万円

●快適な暮らしと安全のために  １３億３,３３９万円

●文化と教育のために

●その他のために

８億５,２３８万７千円

６億　 ４４６万８千円

２１億３,７４１万８千円
７億２,４３３万８千円

２２万６千円

民生費
衛生費
労働費

５億８,４４６万３千円
　　２,０００万円
　　　　　　　 ５千円

公債費
予備費
諸支出金

１億９,７９０万７千円
２,８１０万３千円

農林水産業費
商工費

７億８,３３０万７千円
５億５,００８万１千円

２千円

土木費
消防費
災害復旧費

●町民サービスのために  １０億５,６７６万３千円
９,６０５万２千円

９億６,０７１万１千円
議会費
総務費

８億５,２３８万７千円教育費　

歳出

歳入歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

69 3,50069 3,50069 3,500

子育て支援と健康のために
２８億６，１９８万２千円

豊かな暮らしのために
２億２，６０１万円

町税
２９億９，７９６万円

繰入金
１億６，７３１万円

繰越金
２億３，０００万円

地方消費税交付金
４億９，５００万円

県支出金
４億５，４９１万円

国庫支出金
６億６，６７６万円

町債
４億１，４６０万円

地方交付税
９億７，６００万円

文化と教育のために
８億５，２３８万７千円

快適な暮らしと安全のために
１３億３，３３９万円

その他
４億２，１７６万円

町民サービスのために
１０億５，６７６万３千円

その他のために
６億４４６万８千円

地方譲与税
１億１，０６６万円
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・新型コロナウイルスワクチン接種事業
・小・中学校トイレ改修事業
・中小企業経営革新応援事業
・ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）※１推進事業
・マイナンバーカード普及促進事業
・コンビニ交付サービス事業

・高台避難場所整備事業
・新ごみ処理施設整備推進準備事業
・循環型農業推進事業
・行政系エリア活用プロジェクト事業　　

集中戦略

「まもる」　未来に続く安全・安心な暮らしをまもる　

・地域活動センター開設準備事業
・住民力結集事業

「つなぐ」　未来に向けて人と人をつなぐ

６,９１０万円
６３２万円
１５０万円
６４０万円
７５６万円
２１６万円

１,２００万円
３５万円

１２２万円
１２４万円

７３７万円
６０４万円

・くらしの交通支援事業
・地方創生推進交付金活用事業
・ふるさと納税推進事業
・鳥羽井沼周辺整備事業

「つくる」　未来へ輝く稼ぐ地域をつくる　

３,５１９万円
２,５３４万円
２,４２３万円
３７０万円

・E d T e c h（エドテック）※２学習推進事業
・部活動指導員配置事業
・子育て支援医療費支給事業
・保育園経営改革事業

２３１万円
１５０万円

４,４００万円
２２万円

「そだてる」　未来へはばたく人財をそだてる

主な事業　令和３年度版

※１…ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）
デジタル技術を浸透させることで、人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させること。

※２…ＥｄＴｅｃh（エドテック）
Education（教育）と Technology（テクノロジー）を組み合わせた造語で、テクノロジーの力で教育
環境が変わっていくことを指すことば。
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　町民の利便性向上を目指して、デジ
タル技術を活用した行政事務の効率
化や行政手続のデジタル化を推進す
る事業です。
　新たにDX推進室を政策推進課
内に創設します。

　新型コロナウイルス
感染症の影響により厳
しい環境下にある町内
中小企業等を支援する
ため、新たに経営革
新計画を策定し、県
の承認を受けた事業
者に奨励金５万円を
交付する事業です。

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

中小企業経営革新応援事業
１５０万円

　４月１日より、マイナンバーカードを利用して、住
民票の写し、印鑑登録証明書、所得証明書、課税証明書、
非課税証明書を全国のコンビニ等で交付するサービス
事業です。

コンビニ交付サービス事業
２１６万円

６４０万円

DX（デジタルトランス
フォーメーション）
推進事業



まもる

つなぐ
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未
来に

向け
て人と

人をつなぐ

　新ごみ処理施設に向けて、月に2回程度、
町民と一緒に町内施設や他市町村にある
ごみ処理施設の視察を行い、調査・研究を
進め意識や理解を深めていく事業です。

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

　地域づくり・まちづくりを推進するた
めの地域活動センターの開設に向けた
事業です。

新ごみ処理施設整備
　　　　推進準備事業

３５万円

　大規模な水害時に堤防が決壊すると、町内全域が浸水することから、
町では町外への広域避難を推進しておりますが、町外へ避難ができな
かった方が、一時的に緊急避難する場所として、旧出丸小学校裏が高台
避難場所に選定され、整備に向けた調査をするための事業です。

高台避難場所整備事業
１，２００万円

７３７万円７３７万円

地域活動センター
開設準備事業

未来に続く安全
・安

心
な
暮
ら
し
を
ま
も
る



そだてる
つくる
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未来へはばたく人財をそだてる

　中学校における部活動の指導体
制の充実を図るため、県補助金
を活用して、各中学校に単独で
の指導や大会への引率が可能な
部活動指導員を配置する事業
です。

　町内の北東部に位置す
る「鳥羽井沼」は今から
約２４０年前の市野川洪
水によって形成された沼
です。今年度から、町が
沼周辺の管理を行い、公
園機能を高めるための整
備を進めます。 未

来
へ

輝く稼ぐ地域をつくる

３７０万円

１５０万円

部活動指導員
　　　　配置事業

鳥羽井沼周辺整備事業
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委員長コメント
　

今
年
３
月
末
に
、
川
島
町
洪
水
・
地
震

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
各
家
庭
に
配
布
さ
れ

ま
し
た
。

　

国
か
ら
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
町
内
全

域
が
３
～
５
ｍ
以
上
の
浸
水
想
定
で
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
ご
覧
に
な
り
心
配
さ

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
一
人
一
人
が

命
を
守
る
行
動
が
必
要
で
す
。
ま
た
地
球

に
負
荷
を
掛
け
な
い
生
活
も
心
が
け
た
い

で
す
。

災害時一人一人が命を守る行動を

どのような事件に対し議決す
べきとするのか。
自治法で定めたもの以外の事
件で、今回は総合振興計画の
基本構想の策定・改廃並びに
町民憲章及び都市宣言を制定・
改廃する場合は議決を要する
こととしたものです。

問

答

問

答

問

答

問

答

国保税の医療給付費分の均等
額割を約１割減額するが、県
内の順位は。もう少し下げら
れないのか。
令和元年度の一人当たりの税
額での比較では、県内６３市
町村中２２位から３０位にな
ります。今回の見直しは、今
後３年間の支出、基金残額等
を総合的に判断した結果です。

問

答

令和２年度の実績と件数及び
使い途の指定は。また、町外
に出ている金額は。
直近で 2,424 件 4,468 万円
となっており、68％の方が指
定なしの寄附となっています。
町外への寄附は、令和元年度
分で約950万円です。

問

答

町制５０周年事業は、どのよ
うな計画を予定しているのか。
令和４年１１月３日で町制施
行５０周年を迎えます。これ
から事業の検討を進めて行き
ます。ロゴマークの作成やＰ
Ｒ動画の制作等、また町民の
方からもアイディアを募集し
ます。

地域商社の設立とあるが、ど
のようなことか。
ふるさと納税や観光の推進及
び地域産品の生産加工者に「稼
ぐ力」をつけていただき、地
域の活性化に繋げていくため
の会社です。

旧出丸小学校裏に高台避難場
所 を 計 画 し、令 和 ３ 年 度
1,200 万円の調査費等が計上
されているが、内容は。
今回計上しているものは、計
画調査費で、全体計画の検討
及び概算事業費の算出に要す
る経費です。

議会の議決すべき事件
に関する条例

国民健康保険税条例の
一部改正 ふるさと納税について

町制５０周年について 川島町地域商社の設立
について 高台避難場所について

総務経済建設常任委員会

公共施設等に洪水時の浸水想定を表示
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委員長コメント
　

川
島
町
公
共
施
設
個
別
施
設
計
画
の
中

で
「
け
や
き
保
育
園
・
さ
く
ら
保
育
園
の

民
営
化
の
実
施
」
の
表
記
に
対
し
て
委
員

か
ら
は
、
環
境
の
変
化
や
不
十
分
な
支
援

に
よ
る
子
供
た
ち
へ
の
悪
影
響
や
保
育
士

の
雇
止
め
な
ど
の
不
安
か
ら
、
保
育
園
の

民
営
化
に
は
慎
重
な
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

民営化も検討される保育園

介護保険料の改定額は。
ほとんどの市町村が増額の中、
川島町は介護保険料の月額を
5,500 円 か ら 5,400 円 に
100円引き下げました。

問
答

問

答

問
答

問

答

学校給食費を一般会計に一本
化は良いが、無償化や補助の
考えは。
無償化は難しいが、一部の補
助を含め全体的なバランスを
考え検討します。

問

答

マイナンバーカードで取得で
きる証明は。
印鑑登録証明書、住民票の写
し、所得証明書及び課税非課
税証明書です。

問

答

入院費支給が１５歳から１８
歳に引き上げられたが通院費
も支給対象にできないか。
財政状況や町の諸課題を精査
しての年齢要件引上げであり、
通院までの対応は難しい。

イベント前に事前にＰＣＲ検
査をする考えは。
修学旅行や部活動等には事前
にＰＣＲ検査をすることは非
常に有効だと考えられ、今後、
研究・検討します。

タブレットの利用方法は。
個別学習では一人一人の進み
具合が分かり、共同学習では、
大勢の考えが一つの画面で確
認できます。土日や長期休暇
には家で使えるようにします。

介護保険料の減額 学校給食費特別会計廃止 コンビニ交付サービス

子育て支援医療 ＰＣＲ検査 全小中学生にタブレット

文教厚生常任委員会

公立保育園
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（※

議
員
名
は
、
議
席
順
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。）

加

藤

　

　

進

渋

谷

　

幸

司

矢

内

　

秀

憲

粕

谷

　

克

己

柴

田

　

一

典

稲

村

美

代

子

小

峯

　

松

治

新

井

　

悦

子

爲

水

　

順

二

森

田

　

敏

男

道

祖

土

　

証

石

川

　

征

郎

菊

地

　

敏

昭

小

高

　

春

雄

上 程 さ れ た 議 案

議 員 氏 名

※「○」は賛成、「×」は反対を表しています。また、「―」は議長もしくは退席のため表決しておりません。

各 議 員 の 賛 否

結
　
　
　
果

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

○ × ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

同意 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ―

３
月
定
例
会
　
審
議
結
果

新規条例の制定
川島町議会の議決すべき事件に関する条例
の制定 
条例の一部改正 
川島町印鑑条例の一部を改正 
川島町職員の服務の宣誓に関する条例の一
部を改正
川島町国民健康保険税条例の一部を改正
川島町子育て支援医療費支給に関する条例
の一部を改正
川島町介護保険条例の一部を改正
条例の廃止
川島町学校給食費特別会計条例の廃止
規約の変更
川越地区消防組合規約の変更
令和２年度 補正予算
令和２年度川島町一般会計補正予算（第７
号）
令和２年度川島町国民健康保険特別会計補
正予算（第３号）
令和２年度川島町介護保険特別会計補正予
算（第２号）
令和２年度川島町下水道事業会計補正予算
（第３号）
令和３年度 当初予算
令和３年度川島町一般会計予算
令和３年度川島町国民健康保険特別会計予算
令和３年度川島町介護保険特別会計予算
令和３年度川島町後期高齢者医療特別会計
予算
令和３年度川島町水道事業会計予算
令和３年度川島町下水道事業会計予算
財産の取得
財産の取得について
人事に関すること
農業委員会の委員の任命について
監査委員の選任について（大澤　晃氏）

農業委員会の委員の任命について（10 議案）を審議した結果、利根川洋治氏、道祖土美登氏、神田利基氏、遠山いづみ氏、
髙𣘺善隆氏、稲毛茂作氏、吉田利政氏、松本　智氏、小久保　彰氏、小高春雄氏が農業委員に同意されました。

●農業委員会の委員の任命について
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町の考えを問う
町政一般質問要旨

町の考えを問う
町政一般質問要旨 ３月１１日、１２日に一般質問が行われました。

※一般質問の内容は各質問議員によって編集されています。※一般質問の内容は各質問議員によって編集されています。
※質問項目の区分により太字にしています。

栗
岩　

輝
治　

議
員

菊
地　

敏
昭　

議
員

新
井　

悦
子　

議
員

柴
田　

一
典　

議
員

渋
谷　

幸
司　

議
員

渋
谷　

幸
司　

議
員

菊
地　

敏
昭　

議
員

小
峯　

松
治　

議
員

小
峯　

松
治　

議
員

小
高　

春
雄　

議
員

小
高　

春
雄　

議
員

新
井　

悦
子　

議
員

柴
田　

一
典　

議
員

１ 

後
期
高
齢
者
医
療
費
の
窓
口
負
担
増
に
つ
い
て

２ 

麦
作
地
の
鶏
糞
臭
対
策
に
つ
い
て

３ 

公
立
保
育
園
民
営
化
に
つ
い
て

稲
村　

美
代
子　

議
員

稲
村　

美
代
子　

議
員

１ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

２ 

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

道
祖
土　

証　

議
員

道
祖
土　

証　

議
員

１ 

デ
ジ
タ
ル
行
政
に
つ
い
て

２ 

国
道
２
５
４
号
の
植
樹
帯
に
つ
い
て

３ 

コ
ロ
ナ
禍
関
連
に
つ
い
て

１ 

川
島
町
の
公
共
施
設
に
つ
い
て

２ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

１ 

街
路
樹
・
植
栽
の
整
理
に
よ
る
歩
道
の
整
備
に
つ
い
て

２ 

新
型
コ
ロ
ナ
の
予
防
接
種
と
今
後
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
応
に

　

 

つ
い
て

粕
谷　

克
己　

議
員

粕
谷　

克
己　

議
員

１ 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
町
対
応
に
つ
い
て

２ 

労
働
行
政
と
町
内
中
小
企
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て

１ 

町
行
政
と
教
育
向
上
に
つ
い
て

２ 
ご
み
処
理
場
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
い
て

３ 
川
島
イ
ン
タ
ー
南
側
開
発
に
つ
い
て

１ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

２ 

電
子
図
書
館
に
つ
い
て

１ 

消
防
団
員
活
動
支
援
に
つ
い
て

２ 

当
町
の
ご
み
政
策
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て

矢
内　

秀
憲　

議
員

矢
内　

秀
憲　

議
員

１ 

第
６
次
総
合
振
興
計
画
に
つ
い
て

２ 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
教
育
に
つ
い
て

やし ぶ じこ うやし ぶ じこ う

渋　谷　　幸　司渋　谷　　幸 司 民営化が検討される町立保育園

問　

後
期
高
齢
者
医
療
費
の
窓
口
負

担
の
引
き
上
げ
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
内
容
と
影
響
を
受
け
る
人
は
。

答　

後
期
高
齢
者
医
療
費
の
窓
口
負

担
が
、
現
在
、
一
割
負
担
の
方
で
年

収
が
２
０
０
万
円
以
上
３
８
３
万
円

未
満
の
方
が
２
割
負
担
に
な
り
ま
す
。

一
割
負
担
の
方
は
現
在
２
，
８
５
０

名
、
そ
の
う
ち
、
５
３
０
名
が
対
象

で
す
。
月
平
均
で
は
２
，
８
３
３
円

の
負
担
増
に
な
る
予
定
で
す
。（
但
し
、

３
年
間
は
経
過
措
置
あ
り
）

問　

麦
作
農
地
で
使
用
さ
れ
る
鶏
糞

の
臭
い
の
問
題
を
、
近
隣
自
治
体
で

解
決
し
た
事
例
が
あ
る
が
そ
の
方
法

は
。

答　

十
分
に
堆
肥
化
し
た
鶏
糞
を
４

棟
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
雨
に
濡
れ

な
い
よ
う
に
保
管
し
て
、
必
要
な
時

に
散
布
し
て
元
肥
と
し
て
活
用
、
追

肥
に
は
化
成
肥
料
を
使
用
し
て
臭
い

の
軽
減
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　

公
立
保
育
園
を
民
営
化
す
る
と

の
考
え
が
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
何

か
。
民
営
化
に
は
大
き
な
問
題
が
あ

る
が
、
保
育
園
の
在
り
方
に
つ
い
て

今
後
ど
の
よ
う
に
検
討
を
す
す
め
て
い

く
の
か
。

答　

町
の
今
後
の
人
口
減
や
税
収
減

少
の
予
測
、
保
育
ニ
ー
ズ
や
社
会
情

勢
の
変
化
を
踏
ま
え
て
、
保
育
園
の

在
り
方
を
民
営
化
も
一
つ
の
選
択
肢

と
し
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
保
育

士
等
の
労
働
環
境
は
非
常
に
重
要
な

問
題
で
す
。
今
後
の
保
育
園
の
在
り

方
に
つ
い
て
は
「
川
島
町
子
ど
も
子

育
て
会
議
」
で
検
討
し
、
民
営
化
の

受
け
皿
と
し
て
は
社
会
福
祉
法
人
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
指
定
管
理
者
制

度
の
活
用
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

公
立
保
育
園
を

　
　
　
　

民
営
化
す
る
理
由
は
。

財
政
負
担
の
問
題
と
時
代
の

変
化
に
対
応
が
必
要
な
為
で
す
。

いっぱん質問
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いっぱん質問

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て
）

問　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

答　

国
で
は
、
高
齢
者
は
４
月
か
ら

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
町
で
は
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
明
け
の
予
定
で
す
。

問　

接
種
会
場
と
一
日
の
接
種
人
数
は
。

答　

町
民
会
館
で
の
集
団
接
種
を
考

え
て
い
ま
す
。
接
種
人
数
は
一
日
に

１
５
０
人
か
ら
２
０
０
人
で
す
。

問　

住
民
へ
の
情
報
提
供
は
。

答　

広
報
、Ｈ
Ｐ
等
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
接
種
対
象
者
に
接
種
券
を
送

付
す
る
際
、
詳
細
を
同
封
し
ま
す
。

問　

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
に

対
す
る
準
備
は
。

答　

接
種
会
場
に
救
急
セ
ッ
ト
を
用

意
す
る
予
定
で
す
。

問　

相
談
窓
口
は
。

答　

医
学
的
な
相
談
は
県
の
専
用
窓

口
、
予
約
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認

等
は
町
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
す
。

（
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
）

問　
「
元
気
な
バ
ス
需
要
創
出
モ
デ
ル

事
業
」
が
終
了
し
、
令
和
３
年
度
か
ら

は
町
が
運
行
補
助
を
行
う
そ
う
だ
が
、

バ
ス
の
本
数
や
時
刻
変
更
は
あ
る
の
か
。

答　

ダ
イ
ヤ
改
正
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

か
わ
み
ん
タ
ク
シ
ー
の
運
賃
見

直
し
が
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
。

答　

町
内
は
７
０
０
円
、
町
外
は
２
，

０
０
０
円
（
割
引
対
象
者
は
町
内
５

０
０
円
、
町
外
１
，
８
０
０
円
。
一

定
メ
ー
タ
ー
以
上
は
別
料
金
）
と
の

改
定
案
が
地
域
公
共
交
通
会
議
か
ら

示
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
コ
ロ
ナ
禍

の
状
況
を
み
な
が
ら
適
切
な
タ
イ
ミ

ン
グ
で
改
定
で
き
る
よ
う
調
整
し
て

ま
い
り
ま
す
。

接種会場（予定）の町民会館

問　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
さ
れ
た
方
や
医
療
従
事
者
及
び
介
護

従
事
者
な
ど
、
ま
た
そ
の
家
族
な
ど
が
、

心
な
い
差
別
や
偏
見
、
誹
謗
中
傷
な
ど

に
よ
り
、
傷
つ
き
、
悩
み
、
苦
し
ん
で

い
る
方
た
ち
が
い
ま
す
。
私
が
思
う
に
、

こ
の
事
態
は
大
変
重
く
、
ま
た
悲
し
く

受
け
止
め
て
い
ま
す
。
新
年
度
こ
そ
、

町
民
が
一
丸
と
な
り
、
安
心
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
ぜ
ひ
と
も
川
島
町
独
自

の
「
共
同
宣
言
」
を
発
表
さ
れ
る
こ
と

を
提
案
し
ま
す
。
町
長
の
考
え
は
。

答　

町
で
は
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し
た

人
権
へ
の
配
慮
を
お
願
い
し
て
お
り

ま
す
が
、
全
国
的
に
も
人
権
侵
害
の

事
例
を
確
認
し
て
お
り
、
憂
慮
す
べ

き
こ
と
と
捉
え
て
い
ま
す
。
町
全
体

で
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
切
る
た
め

の
一
つ
と
し
て
共
同
宣
言
を
発
表
す

る
こ
と
は
、
良
い
取
組
み
で
す
。
適

切
な
時
期
に
発
表
で
き
る
よ
う
に
考

え
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
見
守
り
活
動
や
訪

問
活
動
は
、
民
生
児
童
委
員
な
ど
に
よ

り
対
策
を
講
じ
な
が
ら
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
外
出
を
控
え
て
い
る
今
、
身

体
機
能
低
下
が
心
配
で
す
。
気
に
な
っ

た
高
齢
者
な
ど
が
い
た
場
合
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
す
る
体
制
は

で
き
て
い
る
の
か
。

答　

体
制
は
と
れ
て
い
ま
す
。

問　

イ
ン
タ
ー
周
辺
整
備
に
よ
る
企
業

集
積
事
業
に
合
わ
せ
て
の
こ
の
時
期
に
、

町
独
自
支
援
策
と
し
て
「
中
小
企
業
退

職
金
共
済
制
度
」
の
従
業
員
に
よ
る
掛

金
に
町
か
ら
一
部
上
乗
せ
補
助
を
新
設

で
き
な
い
か
。

答　

本
制
度
の
加
入
状
況
や
意
見
を

踏
ま
え
、
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

シトラスリボンプロジェクトは
地域・家庭・職場（または学校）
での思いやりを表現しています

高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

日
程
は
。

現
状
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

明
け
の
予
定
で
す
。

い な む ら こみ よい な む ら こみ よ

稲村　　美代子稲村　　美代子

や な いや な い か つひ でひ で の りの り

矢 内　　秀 憲矢 内　　秀 憲

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
切
る
た
め
の

町
独
自
の
「
共
同
宣
言
」
発
表
を
。

適
切
な
時
期
に
発
表
で
き
る
よ
う
に

考
え
て
ま
い
り
ま
す
。
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いっぱん質問

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
集
団
接

種
は
前
例
の
な
い
大
規
模
な
事
業
で
す

が
、
町
で
の
接
種
に
向
け
て
の
対
応
は

ど
の
よ
う
な
計
画
を
立
て
て
い
る
の
か
。

答　

接
種
計
画
は
３
月
８
日
に
策
定

済
み
で
、
16
歳
以
上
の
接
種
対
象
者

は
１
７
，
９
０
０
人
、
内
65
歳
以
上

の
高
齢
者
は
７
，
３
７
６
人
と
な
り

ま
す
。
接
種
順
位
は
医
療
従
事
者
、

高
齢
者
、
基
礎
疾
患
を
有
す
る
者
、

高
齢
者
施
設
等
の
従
事
者
と
な
り
ま

す
。
接
種
会
場
は
町
民
会
館
で
、
予

約
受
付
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
の

電
話
受
付
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約

を
考
え
て
い
ま
す
。
接
種
券
に
つ
い

て
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
が
整
い
次

第
、
順
次
発
送
し
ま
す
。

問　

住
所
地
外
で
の
接
種
の
対
応
は
。

答　

原
則
、
住
民
票
所
在
地
で
の
接

種
と
な
り
ま
す
。
但
し
、
長
期
入
院
、

長
期
入
所
等
で
住
所
地
外
に
滞
在
し

て
い
る
場
合
は
、
や
む
を
得
な
い
事

情
に
あ
て
は
ま
り
、
例
外
的
に
住
所

地
外
の
接
種
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問　

近
年
、
活
字
離
れ
が
進
む
中
で
電

子
図
書
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
既
存

の
書
籍
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
電
子
書
籍

リ
ー
ダ
ー
で
読
み
込
み
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
で
見
ら
れ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
折
、
新
し
い
生
活
様
式
に

適
合
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
な
り
ま
す
が
導

入
に
つ
い
て
の
検
討
は
。

答　

埼
玉
県
内
14
自
治
体
で
導
入
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
把
握
し
て
い
ま
す
。

当
町
で
も
導
入
を
検
討
し
ま
し
た
が
、

価
格
が
紙
書
籍
の
１
・
５
倍
か
ら
３

倍
と
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
費
用
対
効

果
等
を
踏
ま
え
、
現
時
点
で
の
導
入

に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

問 

従
来
型
の
行
政
か
ら
質
の
高
い
行

政
へ
の
転
換
を
図
り
、
さ
ら
な
る
思
い

や
り
の
あ
る
行
政
を
断
行
す
べ
き
と
考

え
ま
す
の
で
、
次
世
代
の
ビ
ジ
ョ
ン
に

つ
い
て
は
。

答 

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
、
地
域
商

社
の
設
立
な
ど
、
他
の
自
治
体
に
遅

れ
を
取
ら
ず
進
め
て
い
き
ま
す
。

問 

コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
公
民
館
事
業

が
中
止
と
な
っ
て
い
る
な
か
、
新
た
な

公
民
館
活
動
の
検
討
や
地
域
活
動
セ
ン

タ
ー
設
置
の
考
え
は
。

答 

当
た
り
前
の
よ
う
に
展
開
し
て

き
た
公
民
館
事
業
等
を
見
直
す
と
と

も
に
、
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
の
あ
り

方
や
役
割
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

問 

川
島
イ
ン
タ
ー
南
側
開
発
の
今
後

の
進
め
方
は
。

答 

全
体
計
画
は
そ
の
ま
ま
に
、
約

28
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
先
行
し
て
進
め
る

方
針
に
変
更
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

国
や
県
な
ど
の
関
係
機
関
と
の
調
整

に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
が
、
令
和
４
年
度
に
県
の
都
市
計

画
の
変
更
手
続
に
着
手
で
き
る
よ
う
県

関
係
課
と
調
整
中
で
す
。

問 

当
町
に
ご
み
処
理
施
設
建
設
に
向

け
て
町
長
の
所
見
は
。

答 

建
設
用
地
に
つ
い
て
は
、
粗
々

で
す
が
10
か
所
ほ
ど
を
選
び
出
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
桶
川
市
・
東
松
山
市

と
も
事
務
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

問 

職
員
の
躍
動
感
あ
る
力
、
知
恵
を

引
き
出
し
、
町
づ
く
り
へ
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
が
。

答 

政
策
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、

企
画
、
計
画
力
や
、
説
明
力
な
ど
職

員
が
備
え
る
べ
き
能
力
を
身
に
つ
け
、

町
を
け
ん
引
し
て
い
く
職
員
の
育
成

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

新型コロナワクチン集団接種会場
（町民会館）

昭和５４年に建設された
町のごみ処理施設

町
行
政
と
教
育
向
上
に
つ
い
て
。

未
来
に
向
け
て
町
づ
く
り
に

邁
進
し
ま
す
。

安
全
か
つ
迅
速
な
接
種
に
向
け
て
、

接
種
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制

の
現
状
は
。

じけ んお だ か おは るお だ か おは る

小 高　　春 雄小 高　　春 雄

あ ら い こえ つあ ら い こえ つ

新 井　　悦 子新 井　　悦 子
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問　

令
和
元
年
度
の
消
防
団
の
活
動
回

数
は
。

答
　
各
分
団
の
合
計
で
、
消
火
活
動

54
回
、
訓
練
12
回
、
広
報
・
指
導
活

動
21
回
、
特
別
警
戒
活
動
45
回
で
す
。

問　

飲
食
店
や
理
美
容
室
等
で
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
川
島
町
消
防
団
応
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
考
え
は
。

答
　
農
政
産
業
課
、
商
工
会
や
消
防

署
と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

問　

役
場
職
員
の
消
防
団
員
数
は
。

答
　
18
名
で
主
査
以
上
は
９
名
で
す
。

問　

役
場
職
員
は
大
規
模
災
害
時
に
は

消
防
団
を
離
れ
行
動
す
る
こ
と
に
な
る

が
。

答
　
消
防
団
と
役
場
職
員
間
で
連
携

し
て
災
害
対
応
を
実
施
し
ま
す
。

問　

将
来
的
に
は
分
団
統
合
や
地
区
を

超
え
た
人
員
交
流
の
考
え
は
。

答
　
消
防
署
や
消
防
組
合
と
連
携
し
、

協
議
、
研
究
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

問　

新
ご
み
処
理
施
設
を
災
害
避
難
所

と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
、
ご
み
発
電

や
太
陽
光
発
電
、
温
水
利
用
施
設
を
整

備
す
る
考
え
は
。

答
　
単
な
る
ご
み
処
理
施
設
で
は
な

く
、
熱
や
電
気
な
ど
災
害
時
の
対
策
に

活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
新
ご
み
処
理
施
設
に
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
社
会
福
祉
施
設

の
拠
点
に
す
る
考
え
は
。

答
　
で
き
る
だ
け
広
く
用
地
を
確
保

し
た
い
と
考
え
、
平
時
は
運
動
公
園

と
し
て
、
有
事
は
避
難
場
所
と
し
て

使
え
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

川島町消防団の活動

問　

旧
国
道
２
５
４
号
や
八
幡
団
地
の

商
工
業
エ
リ
ア
に
は
、
40
年
50
年
前
に

植
え
た
街
路
樹
や
、
植
栽
が
あ
り
ま
す
。

木
も
古
木
に
な
り
、
す
で
に
撤
去
さ
れ

た
場
所
も
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
県
の
管
理
し
て
い
る
国
道
２

５
４
号
バ
イ
パ
ス
で
は
、
管
理
や
、
利

便
性
の
向
上
の
面
か
ら
、
植
栽
を
撤
去

し
、
歩
道
を
広
く
整
備
し
始
め
て
い
る

現
状
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
管
理
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
地
域
の
方
か
ら
は
、

維
持
の
難
し
さ
や
、
夏
場
に
街
路
灯
の

光
を
妨
げ
る
状
況
な
ど
の
声
も
聞
か
れ

ま
す
。

　

毎
年
、
多
く
の
管
理
費
を
か
け
て
こ

の
ま
ま
続
け
て
い
く
の
で
は
な
く
、
新

し
い
歩
道
の
整
備
の
方
向
性
を
出
す
と

き
が
来
て
い
る
の
で
は
。

答
　
地
域
の
考
え
方
も
参
考
に
、
県

の
動
向
な
ど
も
併
せ
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

問
　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
は
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
接
種
が
、

最
初
に
始
ま
る
計
画
で
す
。
接
種
会
場

で
あ
る
町
民
会
館
を
、
熟
知
し
て
い
な

い
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
杖
や
車
い
す
を

利
用
さ
れ
る
方
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
天
候
も
雨
の
日
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

案
内
等
に
つ
い
て
は
十
分
な
対
応
が
必

要
で
は
。

答
　
身
体
障
が
い
者
等
が
昇
降
し
や

す
い
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
す
る
な
ど
、

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
今
後
、
10
年
程
度
に
一
度
、
や
っ

て
来
る
と
言
わ
れ
て
い
る
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
や
、
こ
れ
か

ら
の
町
の
対
応
を
し
っ
か
り
検
証
し
、

次
回
へ
の
提
案
も
含
め
、
継
承
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
は
。

答
　
改
善
点
も
含
め
、
検
証
し
、
引

き
継
い
で
ま
い
り
ま
す
。

植栽が撤去され、広く利用しやすく
なった国道２５４号バイパスの歩道

街
路
樹
の
植
栽
の
整
理
に
よ
る

歩
道
の
整
備
に
つ
い
て
。

地
域
の
考
え
や
、
県
の
動
向
な
ど

を
参
考
に
検
討
し
ま
す
。

消
防
団
員
活
動
に
支
援
を
。

さ い いさむどさ い いさむど

道祖土　　　証道祖土　　　証

し ば か ず の りたし ば か ず の りた

柴 田 一 典柴 田 一 典

活
動
し
や
す
い
体
制
整
備
を

進
め
ま
す
。
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問　

特
別
定
額
給
付
金
の
支
給
で
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
の
仕
組
が
整
っ
て

い
た
な
ら
、
ど
の
様
だ
っ
た
か
。

答　

例
え
ば
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
、
個
人
口
座
の
ひ
も
づ
け
が
さ

れ
て
い
れ
ば
、
給
付
手
続
が
簡
単
で
、

町
職
員
の
人
員
を
減
ら
せ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

問　

法
令
に
基
づ
く
手
続
き
で
電
子
化

の
可
能
性
が
高
い
業
務
は
。

答　

個
人
認
証
環
境
が
整
え
ば
、
子

育
て
関
係
15
、
介
護
11
、
被
災
者
支

援
１
、
自
動
車
保
有
４
件
で
す
。
令

和
４
年
度
末
を
目
指
し
オ
ン
ラ
イ
ン

手
続
き
を
可
能
に
対
応
し
ま
す
。

問　

町
職
員
の
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
は
。

答　

導
入
の
環
境
整
備
は
既
に
整
っ

て
お
り
、
総
務
課
と
調
整
を
図
り
な

が
ら
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

問　

町
民
生
活
課
関
連
で
の
窓
口
業
務

件
数
は
。

答　

各
種
証
明
書
の
昨
年
度
交
付
件

数
は
、
約
１
万
５
千
件
で
す
。
４
月

か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ

り
、
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証

明
書
が
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
等
の
多
機

能
端
末
機
か
ら
交
付
で
き
ま
す
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
伴
う
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、

企
業
の
業
績
悪
化
等
に
よ
る
、
町
税
の

減
収
が
見
込
ま
れ
る
が
。

答　

国
の
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、

町
の
財
政
調
整
基
金
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
取
り
崩
す
こ
と
な
く
、
令
和
３

年
度
当
初
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
を
最
優
先
に
実

施
を
し
、
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
公

共
投
資
も
、
一
部
財
政
調
整
基
金
を

取
り
崩
し
た
中
で
、
中
止
、
延
期
す

る
こ
と
な
く
予
算
編
成
を
し
ま
し

た
。

いっぱん質問

国
の
デ
ジ
タ
ル
庁
創
設
に
向
け
、

町
の
対
応
策
は
。

動
き
に
乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
、

Ｄ
Ｘ
推
進
室
を
創
設
し
ま
す
。

問　

川
島
町
第
５
次
総
合
振
興
計
画
が

令
和
２
年
度
で
終
了
す
る
。
第
６
次
総

合
振
興
計
画
策
定
に
つ
い
て
の
考
え
方

は
。

答　

地
域
づ
く
り
の
最
上
位
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
計
画
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
当
町
の
発

展
は
、
総
合
振
興
計
画
に
基
づ
き
、

先
人
達
が
尽
力
し
て
き
た
賜
で
あ
り

ま
す
。
第
６
次
計
画
に
お
い
て
は
、

次
代
を
担
う
町
民
の
道
標
と
な
る
計

画
と
の
認
識
で
、
現
在
策
定
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

問　

現
在
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
、
人

口
減
少
、
ご
み
処
理
、
高
台
避
難
場
所
、

イ
ン
タ
ー
南
側
開
発
、
空
き
家
対
策
、

小
中
一
貫
教
育
、
公
共
交
通
の
充
実
等

は
、
計
画
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
位
置

づ
け
に
す
る
の
か
。

答　

人
口
減
少
対
策
は
、
最
重
要
課

題
の
一
つ
と
考
え
、
ま
た
、
ご
指
摘

い
た
だ
い
た
課
題
は
、
計
画
の
中
で

も
特
に
力
を
入
れ
る
重
要
施
策
と
位

置
づ
け
て
お
り
ま
す
。

問　

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
績
は
、
ま

た
、
要
望
等
に
つ
い
て
は
。

答　

無
作
為
に
２
，０
０
０
名
の
方

に
お
願
い
し
、
８
６
３
名
か
ら
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
公
共
交
通
、

災
害
・
水
害
・
防
災
、
教
育
・
学
校
、

観
光
等
に
関
す
る
意
見
も
多
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。

問　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校
生
活
の

状
況
は
。

答　

十
分
な
感
染
症
対
策
に
取
り
組

み
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
臨
時
休

校
で
の
後
れ
も
様
々
な
取
組
み
に
よ

り
取
り
戻
し
、
今
年
度
の
教
育
課
程

を
ほ
ぼ
終
え
る
見
通
し
で
す
。

第
６
次
総
合
振
興
計
画
の

考
え
方
は
。

次
代
を
担
う
町
民
の
道
標

と
な
る
計
画
。

こ み ね じま つこ み ね じま つ

小　峯　　松　治小　峯　　松　治

き く ち あ きと しき く ち あ きと し

菊 地　　敏 昭菊 地　　敏 昭

み
ち
し
る
べ

マイナンバーカードの作成を

発展変貌している我が町
へんぼう
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令
和
３
年
第
１
回
比
企
広
域
市
町
村

圏
組
合
議
会
定
例
会
は
、
２
月
４
日
に

東
松
山
市
議
会
議
場
で
開
会
さ
れ
ま
し

た
。
提
案
さ
れ
た
議
案
は
消
防
関
係
を

除
き
、
全
11
議
案
で
す
。
議
案
第
１
号

専
決
処
分
の
承
認
は
一
般
職
員
の
期
末

手
当
を
改
定
す
る
も
の
で
す
。

　

議
案
第
２
号 

監
査
委
員
の
選
任
は
、

新
た
に
梶
田
美
佐
子
氏
を
選
任
す
る
も

の
で
す
。

　

議
案
第
３
号 

比
企
広
域
公
平
委
員

会
委
員
の
選
任
は
上
原
唯
司
氏
を
再
任

す
る
も
の
で
す
。

　

議
案
第
８
号 

指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て
は
、
東
松
山
斎
場
の
指
定
管

理
者
を
富
士
建
設
工
業
株
式
会
社
・
有

限
会
社
戸
口
工
業
企
業
グ
ル
ー
プ
に
指

定
す
る
も
の
で
す
。
議
案
第
９
号
か
ら

12
号
は
令
和
２
年
度
比
企
広
域
市
町
村

圏
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算
と
特
別
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の
議
案
で
す
。

　

議
案
第
13
号
か
ら
17
号
ま
で
は
比
企

広
域
市
町
村
圏
組
合
一
般
会
計
予
算
と

４
つ
の
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
で
し

た
。
採
決
の
結
果
、
全
議
案
と
も
全
員

賛
成
を
も
っ
て
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
川
）

　

令
和
２
年
川
越
地
区
消
防
組
合
議

会
第
４
回
臨
時
会
は
12
月
24
日
に
川

越
地
区
消
防
局
で
開
会
い
た
し
ま
し

た
。

　

今
臨
時
会
に
上
程
さ
れ
ま
し
た
議

案
は
議
案
第
12
号
、
議
案
第
13
号
の

２
件
で
す
。 

　

議
案
第
12
号
は
、「
川
越
地
区
消

防
局
・
川
越
北
消
防
署
新
庁
舎
建
設

事
業
用
地
の
取
得
に
つ
い
て
」
で
、

川
越
地
区
消
防
局
・
川
越
北
消
防
署

新
庁
舎
建
設
事
業
用
地
を
取
得
す
る

た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
た
も
の

で
す
。

　

議
案
第
13
号
は
、「
令
和
２
年
度

川
越
地
区
消
防
組
合
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）」
で
、
40
㎥
級
防

火
水
槽
撤
去
工
事
（
仙
波
町
３
丁
目

地
内
）
が
翌
年
度
以
降
に
わ
た
る
た

め
、
１
，
５
２
９
万
円
の
債
務
負
担

行
為
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。
採
決

の
結
果
、
全
議
案
と
も
全
員
賛
成
で

原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
森
田
）

比
企
広
域
市
町
村
圏

　
　
　
　

組
合
議
会

比
企
広
域
市
町
村
圏

　
　
　
　

組
合
議
会

爲
水　

順
二

石
川　

征
郎

道
祖
土　

証

森
田　

敏
男

小
峯　

松
治

計
画
で
「
保
育
所
」
は
民
営
化
を

図
る
と
し
て
い
る
が
。

保
育
園
経
営
改
革
事
業
に
取
り
組
み
、

運
営
の
在
り
方
を
審
議
し
ま
す
。

問　

公
共
施
設
個
別
施
設
計
画
案
の
周

知
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答　

既
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
７
件
有
り
）
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、

施
設
計
画
全
般
の
説
明
会
を
開
催
す

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

小
学
校
の
規
模
適
正
化
計
画
を
推

進
す
る
に
は
総
合
教
育
会
議
に
諮
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

答　

小
中
一
貫
教
育
を
具
体
的
に
進

め
る
時
期
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

時
間
軸
に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会
で

検
討
し
、
総
合
教
育
会
議
議
長
と
し

て
方
向
性
を
出
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問　

川
島
中
に
低
学
年
用
の
施
設
を
整

備
し
小
中
一
貫
校
化
す
る
費
用
は
。

答　

坂
戸
市
で
の
導
入
事
例
を
参
考

に
す
る
と
、
４
年
生
ま
で
を
１
学
級
・

多
目
的
室
を
合
わ
せ
６
部
屋
を
プ
レ

ハ
ブ
で
賃
貸
借
（
リ
ー
ス
）
し
た
場

合
に
は
、
年
間
で
１
億
５
千
万
円
程

度
の
試
算
と
な
り
ま
す
。

問　

耐
震
強
度
が
不
足
す
る
公
民
館
の

機
能
移
転
が
早
め
ら
れ
な
い
か
。

答　

旧
小
学
校
で
新
た
な
事
業
展
開

が
で
き
る
よ
う
、
当
初
予
算
に
図
書
室

壁
面
撤
去
費
や
駐
車
場
整
備
費
、
エ

ア
コ
ン
整
備
費
等
を
計
上
し
て
お
り
、

速
や
か
に
機
能
移
転
を
進
め
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。　

問　

コ
ロ
ナ
禍
で
保
護
者
の
収
入
が
激

減
し
た
場
合
の
就
学
支
援
は
。

答　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
が

困
難
な
家
庭
に
は
、
町
の
支
給
基
準

に
基
づ
き
学
校
生
活
に
必
要
な
学
用

品
、
修
学
旅
行
費
、
学
校
給
食
費
等

の
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
既
に

来
年
度
の
新
入
学
児
童
生
徒
の
認
定

も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

つばさ南・北小学校との施設一体型
小中一貫校が検討される川島中学校

やか す みか つやか す みか つ

粕　谷　　克 己粕　谷　　克 己

川
越
地
区

　
　
消
防
組
合
議
会

川
越
地
区

　
　
消
防
組
合
議
会



ＴＥＬ ： ２９９-１７５９（直通）
「川島町議会だより」に対する感想や、ご意見・ご要望が
ありましたら議会事務局までご連絡ください。

　

３
月
に
役
場
を
来
庁
さ
れ
た
方
の
中

に
は
、
「
沈
丁
花
」
の
甘
い
香
り
に
、

鼻
を
く
す
ぐ
ら
れ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
の
三
大
香
木
を
調
べ
て
み
る
と
、

春
は
「
沈
丁
花
」
、
夏
は
「
ク
チ
ナ

シ
」
、
秋
は
「
金
木
犀
」
と
言
わ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
マ
ス
ク
が
手
放
せ
な
い

中
で
は
、
せ
っ
か
く
の
香
り
も
半
減
し

て
し
ま
い
、
花
に
は
少
し
申
し
訳
な
い

気
持
ち
に
も
な
り
ま
す
。

　

ま
ち
の
木
で
も
あ
る
「
金
木
犀
」
が

香
る
こ
ろ
に
は
、
ゆ
っ
く
り
と
し
っ
か

り
、
甘
い
香
り
を
感
じ
ら
れ
る
生
活
が
、

訪
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
コ
ロ
ナ
対
策

を
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　

（
柴
田
）

表

紙

解

説

○お問い合わせ　議会事務局
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委
員
長

副
委
員
長

委

員

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

相
談
役

新　

井　

悦　

子

渋　

谷　

幸　

司

柴　

田　

一　

典

粕　

谷　

克　

己

矢　

内　

秀　

憲

加　

藤　
　
　

進

爲　

水　

順　

二

月４

月３

月２

　

堤
防
と
菜
の
花
、
町
の
早
春
を
彩

る
風
景
に
な
っ
て
い
ま
す
。
入
間
川

左
岸
釘
無
橋
下
流
で
は
河
道
の
掘
削

工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
ま

す
。

　

町
か
ら
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
お
手

元
に
届
き
、
令
和
元
年
の
台
風
19
号

の
洪
水
被
害
を
思
い
出
し
た
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
。

　

洪
水
か
ら
町
を
守
る
た
め
堤
防
沿

い
の
竹
木
も
除
去
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

は
る
か
ぜ
ウ
ォ
ー
ク
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
堤
防
を
歩
き
こ
の
工

事
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

  

（
写
真
・
文
章
／
粕
谷
）

議会日誌

議
会
報
編
集
委
員
会

議会運営委員会

議会全員協議会

３月定例会

議会報編集委員会

議会全員協議会

議会報編集委員会

議会報編集委員会

議会運営委員会協議会

ごみ処理施設の視察

２４日

3日～16日

　　　　　９日

１6日

２６日

7日

9日

２３日

次回、６月の定例会
議案審議 一般質問

66
14 15～月水 火

（予定）（予定）

9
（予定）

６月定例会は 6/9 ～ 6/16の予定です。

新型コロナウイルス感染症
への対応について
　川島町議会では、「マスクの着用」「常時場内の換気」「入
室前の検温と手指消毒」を徹底し感染対策を十分とった
なかで審議しております（写真は委員会）。
　傍聴をされる方についても、上記感染症対策を徹底した
なかで議場内へ入室してくださるようお願いいたします。


